
盛
岡
市
と
玉
山
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
、

地
域
に
伝
わ
る
伝
統
・
文
化
な
ど
を
大
切

に
し
な
が
ら
住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
盛
岡
市
、
玉
山
村
の
各
地
域
に

は
、
神
楽
、
剣
舞
、
獅
子
（
鹿
）
踊
り
な

ど
数
多
く
の
郷
土
芸
能
が
伝
承
さ
れ
て
お

り
、
盛
岡
市
で
は
四
十
二
団
体
、
玉
山
村

で
は
十
一
団
体
が
組
織
さ
れ
、
保
存
と
後

継
者
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

盛
岡
市
で
は
、
郷
土
芸
能
の
発
表
の
場

と
し
て
、
毎
年
二
回
、「
郷
土
芸
能
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」（
写
真
）
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
鑑
賞
に
訪
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
盛
岡
市
・
玉
山
村
合
併
協

議
会
で
は
、
昨
年
十
一
月
二
十
四
日
の
設

立
以
来
、
二
市
村
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統

な
ど
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
将
来
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
、
元
気
で
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
、
議
論
を
進
め
て
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
の
自
治
体
に
は
、
日
常
生
活

圏
や
経
済
圏
の
広
域
化
、
著
し
い
少
子
・

高
齢
化
の
進
行
、
市
町
村
を
取
り
巻
く
厳

し
い
財
政
事
情
な
ど
を
背
景
に
、
よ
り
効

率
的
で
、
専
門
性
の
高
い
行
政
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
市
町
村
合
併
は
そ
の
有
力
な

解
決
手
段
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
二
市
村
は
、
協
議
会
に
お
い
て

話
し
合
わ
れ
た
新
市
の
将
来
像
「
活
力
に

満
ち
、
詩
情
あ
ふ
れ
る
新
県
都
」
の
創
造

に
向
け
、
共
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

「
新
県
都
の
創
造
へ
」

盛岡市指定無形民俗文化財「山岸獅子踊」



盛
岡
市
・
玉
山
村
合
併
協
議
会
で
は
、
六

十
項
目
の
合
併
協
定
項
目
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
関
わ
り
の

深
い
税
金
や
各
種
手
数
料
等
の
負
担
や
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
合
併
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に

変
化
す
る
の
か
、
そ
の
主
な
も
の
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

■
税
金
や
各
種
手
数
料
な
ど

合
併
年
度
と
こ
れ
に
続
く
五
年
度
は
不
均

一
課
税
と
し
、
こ
の
期
間
に
段
階
的
に
税
率

を
調
整
し
ま
す
。
軽
減
措
置
は
、
盛
岡
市
の

課
税
割
合
の
平
準
化
を
行
い
、
合
併
時
ま
で

に
玉
山
村
の
適
用
割
合
に
統
一
し
ま
す
。

＊
現
状
（
軽
減
措
置
）

盛
岡
市
…
六
割
、
四
割

玉
山
村
…
七
割
、
五
割
、
二
割

基
準
月
額
は
、
合
併
時
は
不
均
一
賦
課
と

二
市
村
で
変
わ
る
も
の

し
、
合
併
翌
年
度
に
再
編
し
ま
す
。

＊
現
状
（
基
準
月
額
）

盛
岡
市
…
二
、
六
八
三
円

玉
山
村
…
三
、
五
〇
八
円

合
併
時
は
現
行
ど
お
り
と
し
、
合
併
後
五

年
を
目
途
に
再
編
し
ま
す
。

＊
現
状
　

二
市
村
と
も
三
歳
未
満
、
三
歳
、
四
歳

以
上
の
三
分
類
で
、
所
得
等
に
応
じ
て

徴
収

合
併
年
度
と
こ
れ
に
続
く
五
年
度
は
不
均

一
課
税
と
し
、
そ
の
後
盛
岡
市
の
例
に
よ
り

統
合
し
ま
す
。

＊
現
状

盛
岡
市
…
十
四
・
七
％

玉
山
村
…
十
二
・
三
％

玉
山
村
に
つ
い
て
は
、
合
併
年
度
と
こ
れ

に
続
く
五
年
度
は
課
税
し
な
い
も
の
と
し
、

そ
の
後
盛
岡
市
の
例
に
よ
り
再
編
し
ま
す
。

＊
現
状

盛
岡
市
の
市
街
化
区
域
だ
け
課
税
（
税

率
〇
・
二
％
）

納
税
証
明
書
、
課
税
（
所
得
）
証
明
書
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
手
数
料
は
、
合

併
時
に
盛
岡
市
の
例
に
よ
り
統
合
し
ま
す
。

資
産
証
明
書
は
、
合
併
時
に
一
枚
ご
と
三
百

円
に
再
編
し
ま
す
。

＊
現
状
　

盛
岡
市
は
資
産
証
明
書
が
土
地
一
筆
・
家

屋
一
棟
に
つ
き
三
百
円
、
そ
の
他
は
一
件

三
百
円
。
玉
山
村
は
資
産
証
明
書
が
一
件

（
枚
）
ご
と
二
百
円
、
そ
の
他
は
一
件
二

玉
山
村
で
変
わ
る
も
の

百
円
。

合
併
時
に
盛
岡
市
の
手
数
料
に
統
一
し

ま
す
。

＊
現
状

盛
岡
市
…
一
通
三
百
円

玉
山
村
…
一
通
二
百
円

合
併
時
は
現
行
ど
お
り
と
し
、
合
併
後
五

年
を
目
途
に
盛
岡
市
の
例
に
よ
り
統
合
し

ま
す
。

＊
参
考
　

口
径
二
十
㎜
で
二
十
k
使
用
し
た
場
合

の
月
額

盛
岡
市
…
三
、
四
二
三
円

玉
山
村
…
三
、
二
二
三
円
　

合
併
時
に
盛
岡
市
の
例
に
よ
り
統
合
し
ま

す
。
た
だ
し
、
玉
山
村
の
大
口
需
要
者
（
五

十
一
k
／
月
以
上
）
に
は
経
過
措
置
を
設
け

ま
す
。

＊
参
考
　

口
径
二
十
㎜
で
二
十
k
使
用
し
た
場
合

の
月
額

盛
岡
市
…
一
、
九
三
二
円

玉
山
村
…
二
、
五
二
〇
円
　

合
併
時
に
盛
岡
市
の
例
に
よ
り
統
合
し

ま
す
。

＊
現
状
　

盛
岡
市
…
基
本
料
金
一
、
一
六
〇
円
／

世
帯
、
加
算
額
三
五
〇
円
／
人

玉
山
村
…
基
本
料
金
一
、
三
〇
〇
円
／

世
帯
、
加
算
額
五
二
〇
円
／
人

合
併
時
は
現
行
ど
お
り
と
し
、
平
成
十
八

年
度
か
ら
調
整
を
し
て
平
成
二
十
年
度
に
盛

第
六
回
盛
岡
市
・
玉
山
村
合
併
協
議
会

（
会
長
　
谷
藤
裕
明
盛
岡
市
長
）
を
二
月
二

十
日
に
玉
山
村
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
新
市
建
設
計
画(

案)

に
寄
せ
ら
れ
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結
果
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
特
別
職
の
身
分
の
取

扱
い
等
の
四
項
目
の
合
併
協
定
項
目
の
調

整
方
向
が
協
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
と
の
事
前
協
議

を
も
と
に
修
正
さ
れ
た
新
市
建
設
計
画

（
案
）
に
よ
り
、
県
と
正
式
協
議
に
着
手
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
六
十
項
目
の
合
併
協
定
項
目
全
て
の
協

議
が
終
了
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
合
併
時
…
平
成
十
八
年
一
月
十
日
（
平

成
十
七
年
度
）

合
併
翌
年
度
…
平
成
十
八
年
度

統
合
、
統
一
…
二
市
村
の
ど
ち
ら
か
の

制
度
を
基
本
と
し
て
統
一

再
編
…
二
市
村
の
制
度
等
を
見
直
し
て

新
た
な
も
の
に
す
る
場
合
と
、
一
方
に

し
か
な
い
制
度
を
二
市
村
に
拡
大
す
る

場
合



岡
市
の
制
度
に
統
合
し
ま
す
。

＊
現
状
　

盛
岡
市
…
保
育
料
五
、九
〇
〇
円
／
月
、

入
園
料
三
、
八
〇
〇
円

玉
山
村
…
保
育
料
五
、〇
〇
〇
円
／
月
、

入
園
料
八
、
〇
〇
〇
円

■
行
政
サ
ー
ビ
ス

合
併
時
は
現
行
ど
お
り
と
し
、
合
併
後
三

年
を
目
途
に
再
編
し
ま
す
。

合
併
時
は
現
行
ど
お
り
と
し
、
合
併
後
三

年
を
目
途
に
再
編
し
ま
す
。

＊
現
状

盛
岡
市
…
町
内
会
で
実
施

玉
山
村
…
村
主
催

二
市
村
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
を
互
い
に
拡
大

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

二
市
村
で
変
わ
る
も
の

除
雪
体
制
は
、
現
状
を
維
持
し
な
が
ら

地
域
事
情
を
考
慮
し
、
合
併
後
五
年
を
目

途
に
再
編
し
ま
す
。
小
型
除
雪
機
械
等
の

貸
出
し
は
、
合
併
時
に
盛
岡
市
の
例
に
よ

り
再
編
し
ま
す
。

乳
幼
児
、
妊
産
婦
、
重
度
心
身
障
害
者
、

一
人
暮
ら
し
老
人
、
母
子
家
庭
は
、
合
併
時

に
盛
岡
市
の
例
に
よ
り
統
合
し
、
寡
婦
、
身

体
障
害
者
、
老
人
（
六
十
九
歳
）
は
、
合
併

時
に
盛
岡
市
の
例
に
よ
り
再
編
し
ま
す
。

＊
現
状
　

盛
岡
市
で
は
、
乳
幼
児
、
妊
産
婦
、
重

度
心
身
障
害
者
、
一
人
暮
ら
し
老
人
、

母
子
家
庭
は
県
補
助
事
業
に
加
え
一
部

拡
大
助
成
を
実
施
。
寡
婦
、
身
体
障
害

者
、
老
人
（
六
十
九
歳
）
は
盛
岡
市
だ

け
で
実
施
。

合
併
時
は
現
行
ど
お
り
と
し
、
合
併
翌
年

度
に
盛
岡
市
の
例
に
よ
り
再
編
し
ま
す
。

＊
現
状
　

盛
岡
市
だ
け
で
実
施
（
三
〜
五
歳
児
対

象
、個
別
接
種
一
回
あ
た
り
千
円
助
成
）

合
併
時
に
盛
岡
市
の
例
に
よ
り
再
編
し
ま
す
。

合
併
時
は
現
行
ど
お
り
と
し
、
合
併
翌
年

度
か
ら
盛
岡
市
の
例
に
よ
り
再
編
し
ま
す
。

＊
内
容

心
身
障
害
児
の
早
期
訓
練
と
母
親
へ
訓

練
方
法
等
を
指
導
す
る
。

合
併
時
に
盛
岡
市
の
例
に
よ
り
再
編
し

ま
す
。

玉
山
村
で
変
わ
る
も
の

盛
岡
市
・
玉
山
村
合
併
協
議
会
で
は
、
新
市
建

設
計
画
（
案
）
に
対
す
る
ご
意
見
を
平
成
十
七
年

一
月
二
十
一
日
〜
二
月
九
日
ま
で
募
集
し
、
合
計

で
三
十
二
件
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
回
答
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
ご
意
見
と
回
答
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

合
併
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
支
所
・
出
張
所

等
で
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

合
併
効
果
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
定
量
的

に
表
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
定
量
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
合
併
後
の
評
価
が
可
能
に
な
っ
て

き
ま
す
。

盛
岡
市
で
は
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

各
施
策
、
事
務
事
業
の
実
施
効
果
を
測
定
す
る
成

果
指
標
（
目
標
値
）
の
設
定
に
よ
り
そ
の
達
成
度

を
評
価
し
、
事
務
事
業
の
改
革
、
改
善
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
行
政
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
平
成
十

六
年
度
か
ら
公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
玉
山
村

で
も
行
政
評
価
の
導
入
を
検
討
し
て
き
て
お
り
、

合
併
後
は
合
併
効
果
を
加
味
し
て
施
策
や
事
務
事

業
の
成
果
指
標
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

自
然
涵
養
ゾ
ー
ン
で
あ
る
両
自
治
体
東
部
は
苦

戦
の
続
く
競
馬
場
以
外
は
こ
れ
と
い
っ
た
開
発
は

見
ら
れ
な
い
ま
ま
推
移
し
て
き
て
い
ま
す
。
一
九

七
〇
年
頃
、〔
北
上
京
構
想
〕
な
ど
と
妄
想
に
近

い
開
発
指
向
の
悪
し
き
ブ
ー
ム
が
当
然
の
よ
う
に

失
敗
し
た
歴
史
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
自

然
涵
養
ゾ
ー
ン
と
し
て
再
生
を
図
る
こ
と
は
良
い

方
向
性
と
な
り
ま
す
。

市
村
の
東
部
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
施
や
優
良
田
園
住
宅
制
度
の

導
入
な
ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
御
提
言
の
と

お
り
、
今
後
も
自
然
涵
養
ゾ
ー
ン
と
し
て
適
正
な

土
地
利
用
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

第
三
章
で
述
べ
て
い
る
経
常
収
支
比
率
及
び
公

債
費
負
担
比
率
に
お
い
て
、
健
全
性
を
失
っ
て
い

ま
す
が
、
合
併
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
財
政
指
標
の
改

善
策
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

経
常
収
支
比
率
や
公
債
費
負
担
比
率
は
、
合
併

特
例
債
の
発
行
に
よ
る
公
債
費
の
増
加
等
に
よ
り

一
時
的
に
は
増
え
ま
す
が
、
十
五
年
間
の
財
政
計

画
に
お
い
て
は
長
期
的
に
は
改
善
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
経
費
の
削
減
や

合
併
特
例
債
の
発
行
、
補
助
金
や
交
付
税
な
ど
国
、

県
の
財
政
支
援
に
よ
り
、
普
通
建
設
事
業
が
約
百

五
十
六
億
円
増
加
し
、
単
独
で
は
で
き
な
か
っ
た

住
民
生
活
や
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
生
活
基

盤
、
産
業
基
盤
、
学
校
整
備
な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

新
市
建
設
計
画

新
市
建
設
計
画（
案
）に
多
く
の
意
見

に
多
く
の
意
見 

新
市
建
設
計
画

新
市
建
設
計
画（
案
）に
多
く
の
意
見

に
多
く
の
意
見 

新
市
建
設
計
画（
案
）に
多
く
の
意
見 

合
併
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て

新
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

＊
回
答
（
合
併
協
議
会
の
考
え
方
）

○
ご
意
見
（
要
旨
）

＊
回
答
（
合
併
協
議
会
の
考
え
方
）

○
ご
意
見
（
要
旨
）

＊
回
答
（
合
併
協
議
会
の
考
え
方
）

○
ご
意
見
（
要
旨
）



た
め
に
さ
ら
に
人
口
増
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
快
適
な
住
居
環
境
の
整

備
、
と
り
わ
け
団
地
内
の
道
路
や
排
水
溝
の
整
備

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

人
口
増
を
図
る
も
う
一
つ
の
提
言
は
Ｉ
Ｇ
Ｒ
沿

線
の
駅
の
整
備
と
新
駅
の
増
設
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
向
こ
う
十
年
間
の
計
画
に
も
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
好
摩
駅
の
東
口
の
設
置
と
駐
車
場
を
確
保
す

る
こ
と
で
す
。
ま
た
新
駅
は
、
好
摩
〜
渋
民
間
に

下
田
駅
（
仮
称
）、
滝
沢
〜
盛
岡
間
に
巣
子
と
青

山
駅
の
設
置
を
早
急
に
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

駅
周
辺
の
整
備
、
新
駅
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
市
建
設
計
画
と
し
て
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
そ
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
新
駅
設
置
に
つ
い
て
は
決
定
し
た
時
点
で
検

討
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
事
業
実
施
に
際
し
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
市
の
将
来
像
を
「
活
力
に
満
ち
、
詩
情
あ
ふ

れ
る
新
県
都
」
と
し
、
各
般
に
わ
た
る
膨
大
な
主

要
事
業
を
策
定
し
て
村
民
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
盛

岡
市
と
玉
山
村
は
財
政
規
模
、
人
口
規
模
と
も
大

き
く
異
な
り
ま
す
が
、
均
衡
あ
る
開
発
を
念
頭
に

協
定
項
目
を
提
示
さ
れ
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
を
念
頭
に
お
き
な
が

ら
、
新
市
建
設
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
主
要
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他

※ 合併協議会だよりは、岩手県の地域活性化事業調整費補助金を活用して作成しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています。

①
四
十
四
田
ダ
ム
サ
イ
ド
に
大
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

②
陸
上
・
水
上
ス
ポ
ー
ツ
施
設
づ
く
り

③
姫
神
山
、
岩
洞
湖
に
は
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

④
岩
洞
湖
周
辺
四
十
㎞
余
に
四
二
・
一
九
五
㎞
の

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
設
置
　
　

施
設
建
設
は
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
振
興
施
策
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

玉
山
（
下
田
地
区
）
の
Ｉ
Ｇ
Ｒ
の
新
駅
構
想
に

つ
い
て
で
す
が
、
こ
こ
は
役
場
庁
舎
、
総
合
運
動

公
園
、
姫
神
ホ
ー
ル
、
啄、
木
公
園
、
啄、
木
記
念
館

な
ど
の
公
共
施
設
や
、
宅
地
分
譲
地
と
の
隣
接
道

路
に
直
結
し
て
お
り
将
来
に
わ
た
っ
て
多
用
の
利

用
価
値
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
今
の
計
画
案
に

盛
り
込
み
早
期
実
現
を
希
望
し
ま
す
。

新
駅
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
市
建
設
計
画

の
後
半
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
施
設
建
設
や
周

辺
整
備
は
新
駅
設
置
が
決
定
し
た
時
点
で
検
討
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
今
回
の
意
見
を
事
業
実
施

に
際
し
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
口
三
十
万
人
の
中
核
市
を
維
持
発
展
さ
せ
る

未
来
を
築
く
心
豊
か
な
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

多
様
な
交
流
を
支
え
る

都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

＊
回
答
（
合
併
協
議
会
の
考
え
方
）

○
ご
意
見
（
要
旨
）

＊
回
答
（
合
併
協
議
会
の
考
え
方
）

○
ご
意
見
（
要
旨
）

＊
回
答
（
合
併
協
議
会
の
考
え
方
）

○
ご
意
見
（
要
旨
）

＊
回
答
（
合
併
協
議
会
の
考
え
方
）

○
ご
意
見
（
要
旨
）


